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令和５年第１回上毛町議会定例会会議録 

（１日目） 

招集の場所  上毛町議会議場 

開閉会日時及び宣言 

令和５年３月７日 午前１０時００分 

─────────────────────────────── 
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 ９番 三田敏和 １０番 茂呂孝志 １１番 田中唯登志 １２番 荒牧弘敏 

欠席議員（０名） 

─────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名 

 町長 坪根秀介・ 副町長 岡﨑 浩・ 教育長 道免 隆 

 会計管理者 堀 三好・ 総務課長 宮吉保男・ 企画開発課長 熊谷豊司 

 税務課長 堀田京介・ 住民課長 円入忠義・ 長寿福祉課長 園田秀秋 

 子ども未来課長 末永浩一・ 産業振興課長 垂水勇治・ 建設課長 堀 綾一 

 教務課長 村上英之・ 総務係長 末吉孝幸 

─────────────────────────────── 

○職務のため本会議に出席した者の職氏名 

 議会事務局長  野添雄二 

 議会事務局   宮野英治 
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○議事日程 

令和５年第１回定例会議事日程（１日目） 

令和５年３月７日 午前１０時００分 開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ５ 報告第 １号 令和５事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算に

ついて 

日程第 ６ 議案第 ２号 工事請負契約の変更契約の締結について（上毛町防災行

政無線デジタル化工事） 

日程第 ７ 議案第 ３号 令和４年度上毛町一般会計補正予算（第７号） 

日程第 ８ 議案第 ４号 令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３

号） 

日程第 ９ 議案第 ５号 令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号） 

日程第１０ 議案第 ６号 令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第３号） 

日程第１１ 議案第 ７号 令和４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第１２ 議案第 ８号 上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を

改正する条例について 

日程第１３ 議案第 ９号 上毛町消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服

務等に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第１０号 上毛町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につ

いて 

日程第１５ 議案第１１号 上毛町個人情報保護審査会条例の制定について 

日程第１６ 議案第１２号 上毛町情報公開条例の一部を改正する条例について 

日程第１７ 議案第１３号 上毛町廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例について 
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日程第１８ 議案第１４号 上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１５号 子ども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関す

る法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例につ

いて 

日程第２０ 議案第１６号 上毛町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を

定める条例等の一部を改正する条例について 

日程第２１ 議案第１７号 上毛町社会体育施設条例等の一部を改正する条例につい

て 

日程第２２ 議案第１８号 指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等） 

日程第２３ 議案第１９号 指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動

広場） 

日程第２４ 議案第２０号 動産の取得について（上毛町立体育館事務用等備品） 

日程第２５ 議案第２１号 動産の取得について（上毛町立体育館スポーツ用備品） 

日程第２６ 議案第２２号 令和５年度上毛町一般会計予算 

日程第２７ 議案第２３号 令和５年度上毛町国民健康保険特別会計予算 

日程第２８ 議案第２４号 令和５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第２９ 議案第２５号 令和５年度上毛町工業等用地造成事業特別会計予算 

日程第３０ 議案第２６号 令和５年度上毛町農業集落排水事業会計予算 

日程第３１ 議案第２７号 令和５年度上毛町簡易水道事業会計予算 

日程第３２ 議案第２８号 町道路線の変更について 

日程第３３ 議案第２９号 町道路線の認定について 

日程第３４ 発議第 ２号 上毛町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につい

て 

日程第３５ 発議第 ３号 東九州新幹線の早期整備と実現を求める意見書（案） 
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○委員会付託 

文教厚生常任委員会 

議案第１３号 上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

について 

議案第１４号 上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

議案第１５号 子ども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律等

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 

議案第１６号 上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例等の一部を改正する条例について 

議案第１７号 上毛町社会体育施設条例等の一部を改正する条例について 

議案第１８号 指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜等） 

議案第１９号 指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動広場） 

議案第２３号 令和５年度上毛町国民健康保険特別会計予算 

議案第２４号 令和５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算 

 

総務産業建設常任委員会 

議案第 ８号 上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条

例について 

議案第 ９号 上毛町消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関す

る条例の一部を改正する条例について 

議案第１０号 上毛町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

議案第１１号 上毛町個人情報保護審査会条例の制定について 

議案第１２号 上毛町情報公開条例の一部を改正する条例について 

議案第２５号 令和５年度上毛町工業等用地造成事業特別会計予算 

議案第２６号 令和５年度上毛町農業集落排水事業会計予算 

議案第２７号 令和５年度上毛町簡易水道事業会計予算 

議案第２８号 町道路線の変更について 

議案第２９号 町道路線の認定について 

発議第 ２号 上毛町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

発議第 ３号 東九州新幹線の早期整備と実現を求める意見書（案） 
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予算決算常任委員会 

議案第２２号 令和５年度上毛町一般会計予算 
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○会 議 の 経 過 （１日目） 

                           開議 午前１０時００分 

○議長（荒牧弘敏君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願

いします。 

 一礼して御着席願います。礼。 

 ただいまの出席議員は１２名で、定足数に達しています。 

 ただいまから、令和５年第１回上毛町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、運営資料を配付しておりますので、御覧ください。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員に、３番 髙西議員、４番 岩花議員を指名します。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第２、会期の決定を議題とします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。 

 岩花委員長。 

○４番（岩花寛之君）皆さん、おはようございます。 

 議会運営委員会の報告をいたします。 

 議長から今期定例会の運営について諮問を受け、３月３日に議会運営委員会を開催

し、お手元に配付の会期日程（案）のとおり協議決定いたしましたので、報告します。 

 ３月７日火曜日は、本会議で議案の上程を行います。諮問第１号から議案第７号及

び議案第２０号、２１号の１０件については、審議、討論、採決を行うことと決定し

ました。 

 ３月８日は休会とします。 

 ３月９日木曜日、１０日金曜日は、本会議で一般質問とします。９日の質問者は４

名、１０日の質問者は５人とします。 

 ３月１１日、１２日は休会とします。 

 ３月１３日月曜日は、文教厚生常任委員会と総務産業建設常任委員会とします。 

 ３月１４日火曜日は予算決算常任委員会とし、翌１５日水曜日を予算決算常任委員

会の予備日とします。 
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 ３月１６日木曜日は、本会議で委員会付託案件の審査報告を受け、討論、採決を行

います。 

 以上、会期は本日から３月１６日までの１０日間とすることが適当であると決定し

ましたので、報告します。 

 以上で、議会運営委員会の報告を終わります。 

○議長（荒牧弘敏君）お疲れさまでした。議会運営委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日から３月

１６日までの１０日間としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から

３月１６日までの１０日間とすることに決定しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第３、諸般の報告を行います。 

 本定例会に提出された議案は、町長から諮問１件、報告１件、条例改正等１０件、

補正予算５件、当初予算６件、その他７件の計３０案件であります。 

 次に、本定例会の会期日程を申し上げます。配付しております運営資料６ページを

御覧ください。 

 本日の会議では、町長提出案件の議案を一括上程し、町長からの提案理由の説明を

受け、総括質疑を行います。諮問第１号から議案第７号及び議案第２０号と議案第２

１号の１０件については、本日、審議、討論、採決を行います。残りの２０件は後で

お諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。 

 議員から提出された発議第２号及び発議第３号については、議案を上程し、提出者

の趣旨説明を受け、質疑を行います。発議第２号及び第３号についても後でお諮りし、

所管の常任委員会に審査を付託する予定です。 

 ここで皆様にお願いしますが、本日、審議、討論、採決を予定している議案に対す

る質疑は、後の議案内容の説明の際に行っていただきますよう御協力をお願いします。 

 ３月９日、１０日に本会議を開催し、一般質問を行う予定です。９日の質問者は４

人、１０日の質問者は５人を予定しています。 

 ３月１３日に文教厚生常任委員会及び総務産業建設常任委員会、３月１４日に予算

決算常任委員会をそれぞれ開催し、３月１５日は予算決算常任委員会の予備日とした
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いと思います。 

 ３月１６日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告

を受け、討論、採決を行います。 

 地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長及び教育長に出席の要求をしましたと

ころ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありました。これを許可し、

出席いただいております。 

 これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）これから、議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議

案名の朗読は省略します。 

 日程第４諮問第１号、日程第５報告第１号、日程第６議案第２号、日程第７議案第

３号、日程第８議案第４号、日程第９議案第５号、日程第１０議案第６号、日程第１

１議案第７号、日程第１２議案第８号、日程第１３議案第９号、日程第１４議案第１

０号、日程第１５議案第１１号、日程第１６議案第１２号、日程第１７議案第１３号、

日程第１８議案第１４号、日程第１９議案第１５号、日程第２０議案第１６号、日程

第２１議案第１７号、日程第２２議案第１８号、日程第２３議案第１９号、日程第２

４議案第２０号、日程第２５議案第２１号、日程第２６議案第２２号、日程第２７議

案第２３号、日程第２８議案第２４号、日程第２９議案第２５号、日程第３０議案第

２６号、日程第３１議案第２７号、日程第３２議案第２８号、日程第３３議案第２９

号、以上３０件を一括上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。 

 本日ここに令和５年第１回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には公私ともに御多用の中、御参集いただき、厚くお礼申し上げます。 

 さて、国連の発表では、昨年１１月１５日に世界の人口が８０億人に達したという

ことでありましたが、同予測では、本年中にインドが中国を抜いて世界一となり、ま

た６０年後の世界の人口は１００億人に達するとのことであります。もちろんその国

の経済状況やリーダーの政策によって増減は変動するものでしょうが、インドにつき

ましては人口の半数以上が２５歳未満ということで、人口ボーナスを武器に今後さら
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なる成長が見込まれるところであります。 

 我が国もただ単に人口増を目指すのではなく、国や地域のリーダーがそれぞれの状

況を見極め、ビジョンを明確にした上で、各層のバランスを考え、人口増と経済の安

定を目指すことが重要であると捉えております。少子高齢化が進む我が国において、

最大の課題は未来を担う次世代の減少であり、その少子化の要因を分析し、異次元の

少子化対策を国全体で講じ、解決していかなければなりません。 

 本町としても、具体的には地方創生の先進モデル地域を徹底調査し、独自の統計を

分析して実証実験を行い、それを参考に、人口、所得の増加を両立できる未来へ備え

てまいります。例を挙げますと、最近の統計や実証実験としては、町民や職員の希望

者対象で補助率２分の１で行った新型コロナワクチン接種後の抗体検査のデータや、

議員の皆さんにも好評でありましたエコ家電の買換え上限７万円の補助、そして道の

駅と大平楽のふるさと納税関連の食料品の無料配布等がございますが、それぞれのデ

ータをしっかり分析し、各セクションの未来へつなげ、それぞれを生かすよう指示を

出しておるところでございます。 

 ところで、地方創生のモデルはイタリアの田舎が起源であると言われております。

具体例を挙げますと、人口１８万人のモデナ市は、フェラーリやマセラティ等の高級

車をつくっています。パッケージングバレーと呼ばれ、包装機械で有名なボローニャ

は人口９万９,０００人、エルメスはフランスのブランドでありますが、スカーフはイ

タリアのコモという人口８万の市で作っています。上毛町の人口の半分に満たないベ

ッラージョ、人口３,６００人ですが、靴のブランドで有名ですし、歌で有名なソレン

トは上毛と吉富を合算した１万６,０００人ほどの人口でありますが、一流の寄木細

工で机と椅子を作っています。いずれも、従業員数１５人未満の小さな企業が数百集

まって、一つの町で世界一だけを作っているのがイタリアの地方創生法であり、メイ

ド・イン・イタリーの付加価値をつくっております。 

 我が国の地方創生の先進モデルについては、日本列島北から南で五つ例を挙げます

と、まず、北海道東川の写真の町を筆頭に、僅か１ミリ程度の薄い板を何枚も重ね、

圧力と熱を加えて曲げていく成形合板技術を極めた山形県天童市の木工技術、瀬戸内

海の過疎の島がアートによって世界的なアートの島へと変貌した香川県直島町、かつ

て夜逃げの町とやゆされながら、健やかな有機農法の町へメタモルフォーゼした宮崎

県綾町、音楽や文化のまちで志の高い子供たちを育てる沖縄県うるま市等々、日本で、
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世界で、他にない世界に一つだけのストーリーを考え、分析し、進化を続ける、頑張

る市町村は幾つも存在しています。 

 私は、我が上毛町も努力次第で、また気の持ちようで、とがったストーリーはでき

ますし、大きく進化するだろうと考えております。事業に１００％成功はありません

が、１００％に近づける努力は可能です。そのためには職員だけでは無理があります。

考えられる人、方向を示せる人、構想を練られる人を集める必要があります。それが

サテライトオフィスであります。 

 新年度につきましては、これまでのデータ分析と実証実験が少しずつ成果を出す１

年になっていくだろうと思っておりますし、各課、各事業、政策に成果がお示しでき

るよう、今後も粘り強く行動してまいる所存であります。どうか議員各位の御理解、

御指導、御協力を切にお願い申し上げます。 

 それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。 

 今議会に提出しております案件は、諮問１件、報告案件１件、補正予算５件、条例

改正案１０件、当初予算６件、その他７件の計３０案件であります。 

 順次御説明いたします。 

 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦についてでありますが、人権擁護委員１名

の方の３年間の任期が令和５年６月３０日で満了することに伴い、人格識見に優れ、

広く社会の実情に通じ、人権擁護について精通されている筒井惠子氏を、引き続き人

権擁護委員候補者として法務大臣に推薦いたしたく、議会の意見を求めるものであり

ます。 

 報告第１号、令和５事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算についてであり

ますが、上毛町土地開発公社より、多様な産業分野の新規立地の需要を注視し、町と

連携を取りつつ、公有地の拡大の推進に関する法律第１７条の規定に基づき、地域の

秩序ある整備と住みよいまちづくりに寄与するため事務事業を推進するとの報告を受

けておりますので、令和５事業年度の事業計画並びに予算について、地方自治法第２

４３条の３第２項の規定により議会へ報告するものであります。 

 なお、この案件につきましては、公社理事会において御承認をいただいております

ことを併せて御報告いたします。 

 議案第２号、工事請負契約の変更契約の締結についてでありますが、現在実施中の

防災行政無線デジタル化工事でありますが、工事を実施した結果、設計の一部を変更
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して実施する必要が生じたため、契約金額の変更について、上毛町議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分等に関する条例第２条の規定により、議会の議決を

求めるものであります。 

 議案第３号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第７号）でありますが、今回の

補正額は４億４,５７０万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を６８億８,７

４２万円とするものであります。今回の補正では、出産・子育て応援交付金事業及び

道路新設改良事業の２事業について、繰越明許費補正をお願いしております。また、

げんきの杜及び大池公園多目的運動広場に関わる債務負担行為の追加をお願いしてお

ります。 

 歳出予算では、各款にわたり、今後の支出見込み等により、不用額等の精査を行っ

ております。 

 補正増減額の主なものでありますが、総務費では、築上東部乗合タクシー運行業務

委託料、食料品等物価高騰生活者支援事業関係委託料、庁舎屋根改修工事設計業務委

託料、定住促進関係補助金、地方税共通納税システム関係委託料等において、不用見

込額の減額補正を行っています。 

 民生費では、電気・ガス・食料品等価格高騰支援給付金、国民健康保険特別会計繰

出金、介護保険広域連合負担金、介護手当給付金、後期高齢者医療特別会計繰出金、

子育て世帯生活支援特別給付金、児童手当、施設型給付費等において不用見込額の精

査により減額補正を行い、介護保険地域支援事業交付金返還金、障害者福祉における

自立支援給付費及び令和３年度返還金等について、それぞれ実績により増額補正をい

たしております。 

 衛生費では、各種予防接種委託料、がん検診委託料、新型コロナウイルス感染症対

策費、浄化槽設置補助金等において不用見込額の減額補正を行い、診療収入の減少等

に伴う豊築休日急患センター負担金、国の第２次補正予算において実施が決定した出

産・子育て応援交付金、未熟児養育医療費、新型コロナワクチン接種関係補助金返還

金、簡易水道事業及び農業集落排水事業特別会計繰出金において増額補正を行ってお

ります。 

 農林水産業費では、振興作物推進事業費補助金等の各種補助金、町有林管理業務委

託料において不用見込額の減額補正を行い、鹿、イノシシ等の鳥獣捕獲報償金につい

て増額補正を行っております。 
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 商工費では、大平楽温泉館真空ボイラー改修工事費及び創業促進支援事業等助成金

等において、不用見込額の減額補正を行っております。 

 土木費では、各種委託料・工事請負費等の入札執行残等により減額補正を行ってお

ります。 

 教育費では、奨学金費において、本年度貸付け実績による不用額を減額しておりま

す。 

 小学校費、中学校費では、学校管理に要する各種経費を減額、各教育振興費におい

ては、それぞれ就学援助費等について実績により不用額を減額しております。 

 公民館費では、二十歳のつどい及び文化講演会業務委託料等において、不用額を減

額しております。 

 文化財保護費では、埋蔵文化財発掘調査等委託料及び大ノ瀬官衙遺跡景観作物管理

等委託料等において不用額を減額しております。 

 国際交流費では、コロナの影響により未実施となった少年海外体験学習事業関係経

費の減額補正を行っております。 

 保健体育施設管理費では、体育館新築工事工期延長に伴い、竣工式等関係予算につ

いて、当初予算への組替えによる減額及び多目的運動広場グラウンドナイター照明改

修工事費等を不用見込額として減額しております。 

 公債費では、借入額及び利率の確定により減額補正を行っております。 

 諸支出金においては大幅な増額を行っておりますが、今年度末までの歳出予算執行

見込額を精査、調整を行い、財政調整基金、公共施設整備基金及び減債基金へ積み立

てるための増額補正を行っております。なお、ふるさと応援基金については、令和３

年度ふるさと納税に係る最終精査分の積立てを行っております。 

 令和４年度事業の当初の目標については、新型コロナウイルスの影響により、一部

の事業が未実施となりましたが、コロナの影響を除けば、おおむね達成できたものと

考えている次第であります。 

 議案第４号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）でありま

すが、４,９１６万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を７億８,９９７万８,

０００円とするものであります。 

 保険給付費の療養給付費における不用見込額を減額及び令和３年度普通交付金等の

精算還付金の増額補正を行っております。 
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 議案第５号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）であり

ますが、１１７万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億３,７９７万６,０００円と

するものであります。 

 後期高齢者医療広域連合納付金等の最終見込みにより、減額補正を行うものであり

ます。 

 議案第６号、令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）であ

りますが、１３５万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を７,１８８万円とす

るものであります。 

 今回の補正では、公営企業会計法適化事業に係る継続費補正及び地方債補正をお願

いしております。 

 また、歳出予算では、公営企業会計法適化支援業務委託料等について不用見込額を

減額しております。 

 議案第７号、令和４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）でありま

すが、４８１万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１億５４２万３,０００

円とするものであります。 

 今回の補正では、公営企業会計法適化事業に係る継続費補正及び地方債補正をお願

いしております。 

 また、歳出予算では、公営企業会計法適化支援業務委託料、配水管布設工事費等に

ついて不用見込額を減額しております。 

 議案第８号、上毛町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例

についてでありますが、令和４年に人事院が行った公務員人事管理に関する報告によ

る制度改正に伴い、関係条例を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項

第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第９号、上毛町消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関する

条例の一部を改正する条例についてでありますが、非常勤消防団員の報酬等の基準が

定められたことに伴い、本町消防団員の報酬等を改正する必要があるため、地方自治

法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１０号、上毛町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について、議案

第１１号、上毛町個人情報保護審査会条例の制定について、議案第１２号、上毛町情

報公開条例の一部を改正する条例についてでありますが、デジタル社会の形成を図る
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ための関係法律の整備に関する法律第５１条の規定が令和５年４月１日から施行され

ることに伴い、条例を制定及び関係条例を整備する必要があるため、地方自治法第９

６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１３号、上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例で

ありますが、本年４月１日からのし尿処理施設の変更に伴い、本条例の一部を改正す

る必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を求

めるものであります。 

 議案第１４号、上毛町国民健康保険条例の一部を改正する条例についてであります

が、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和５年４月１日に施行されること

に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号

の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１５号、子ども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律等の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例についてでありますが、こども家庭庁設置法

の施行に伴う関係法律の整備に関する法律等が令和５年４月１日に施行されることに

伴い関係条例を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定に

より、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１６号、上毛町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

等の一部を改正する条例についてでありますが、児童福祉施設の設備及び運営に関す

る基準等の一部を改正する省令等が令和５年４月１日に施行されることに伴い、関係

条例を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議

会の議決を求めるものであります。 

 議案第１７号、上毛町社会体育施設条例等の一部を改正する条例についてでありま

すが、令和５年３月３１日をもって上毛町健康増進施設を廃止することに伴い、関係

条例の一部を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によ

り、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１８号、指定管理者の指定について（上毛町げんきの杜など）でありますが、

げんきの杜等の指定管理者として、引き続き上毛町社会福祉協議会を指定するため、

上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例第５条の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

 議案第１９号、指定管理者の指定について（上毛町大池公園多目的運動広場）であ
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りますが、大池公園多目的運動広場の指定管理者として、引き続き、豊前・上毛シル

バー人材センターを指定するため、上毛町公の施設に係る指定管理者の指定の手続等

に関する条例第５条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２０号、動産の取得について（上毛町立体育館事務用等備品）、議案第２１号、

動産の取得について（上毛町立体育館スポーツ用備品）でありますが、上毛町立体育

館事務用等備品及びスポーツ用備品購入に係る予定価格がそれぞれ７００万円を超え

るため、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分等に関する条例第

３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２２号、令和５年度上毛町一般会計予算でありますが、令和５年度の一般会

計の予算総額は５１億２,３００万円で、対前年比１８.２％、１１億４,２００万円減

額の予算であります。 

 普通会計性質別歳出状況では、義務的経費が１９億４,８３９万３,０００円であり、

構成比につきましては３８.１％、投資的経費では５億６,０６０万４,０００円で、構

成比１０.９％、物件費等その他の経費では２６億１,４００万３,０００円で５１％

となっております。 

 令和５年度の予算編成基本方針でありますが、第２次上毛町総合計画に基づく施策

を展開、発展させ、総合計画の将来像である「みんなが輝くまち上毛」の実現に向け

たものとし、上毛町まち・ひと・しごと創生総合戦略にある「２０４０年人口１万人」

に向けた取組を再重要課題に位置づけ、各分野において、事業のワイズスペンディン

グやブラッシュアップを重ねたブランディングにより、ＧＤＷ（国内総充実）の向上

によるサステナブルなまちづくりを目指すものとしております。 

 令和５年度予算では、予算編成基本方針等により、「子どもが輝くまちへ（子育て支

援・教育の充実）」、「たくさんの人で輝くまちへ（定住・交流人口の増加と社会参加）」、

「心から笑顔で輝くまちへ（安全・安心と優しい暮らしの実現）」、輝くまちの基盤づ

くり（住みやすいまちの実現）」、「社会構造の変化に対応した持続可能なまちへ（新型

コロナウイルス感染症対策と社会経済活動の両立の実現）」、以上５項目を重点施策と

位置づけ、それぞれの施策実現に向けた予算編成を行っております。 

 まず、「子どもが輝くまち」ですが、児童福祉費では、核家族化や共働き世帯の増加

により、保育をはじめとする子育て支援サービスに関するニーズの多様化に対応する

ため、放課後児童健全育成事業や病児・病後児保育事業の充実を図り、安心して子供
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を産み育て、子供が健やかに成長できる環境の形成に努めます。 

 保健衛生費では、妊婦期から出産・子育てまで、全ての妊婦・子育て家庭が安心し

て出産・子育てができる環境を整備する伴走型相談支援及び出産・子育て交付金事業

を新規に実施します。また、産後支援を必要とする母子の生活を支援するため、産後

ケア事業に新たに取り組みます。 

 小学校費、中学校費では、町の未来を担う宝である子供たちの教育環境の充実を図

るため、ＩＣＴ活用事業を継続することで、主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善を進め、児童生徒の資質・能力の向上を図ります。 

 また、ＩＣＴ支援員派遣業務により、教員のＩＣＴの活用指導力を強化することで、

児童生徒の学力向上に努めます。 

 小学校における施設整備では、唐原小学校トイレ改修工事業務及び西吉富小学校ト

イレ改修工事実施設計業務を実施し、教育環境の充実を図ります。 

 国際交流費では、次代を担う少年を海外へ派遣する少年海外体験学習事業を継続す

るとともに、タイ王国バンコク都の小学校との交流やタイから小学生を受け入れ、町

内各小学校において本町児童との交流事業やホームステイを実施します。 

 次に、「たくさんの人で輝くまちへ」では、企画費において、広報・ＰＲプロモーシ

ョン事業として、広報紙、ホームページ、ＳＮＳ、タウン情報誌、地デジ広報等を活

用し、町のイベントや施策等の情報を広く発信するとともに、首都圏等においてＰＲ

イベントを開催し、町の魅力やふるさと納税返礼品を含む自慢の特産品を幅広くＰＲ

することで、知名度向上、誘客・販路拡大、関係人口の増加を図り、将来の移住につ

なげてまいります。 

 また、町の総合パンフレットとしての町勢要覧を新たに作成、ＬＩＮＥの活用によ

る情報発信の充実と住民の利便性の向上を図ります。 

 移住・定住者の増加を図るため、新婚世帯・子育て世帯新生活応援事業、移住支援

事業、定住促進結婚祝金事業、空き家改修・解消事業及び定住促進助成事業は、引き

続き重要施策として継続いたします。 

 交流人口の増加を図るための、こうげ大池灯りの祭典事業及びキッチンカーフェス

運営事業についても継続し、実施するとともに、未利用財産となっている旧陶芸教室

及び旧農産物加工所を民間への貸付けや敷地の整備により有効活用を行う旧ふるさと

手づくり村活用事業に新たに取り組み、地域経済の活性化や交流促進につなげてまい
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ります。 

 戸籍住民基本台帳費では、国・県の計画及び町総合計画を踏まえ、今後１０年間の

計画を策定する第２次男女共同参画基本計画策定事業を実施いたします。 

 農業費では、鳥獣被害対策事業、種子更新事業、振興作物推進事業及び農産物直売

所振興事業補助金等を継続的に実施するとともに、上毛産品プロモーション事業を企

画開発課と連携して実施し、首都圏及び福岡都市圏等に向けて、上毛町産の安全・安

心で良質な農林産物や加工品等を積極的にＰＲすることにより、新たなマーケットの

開拓と上毛町の認知度の向上により農家所得の向上を図ってまいります。また、農村

環境整備事業により、老朽化したゲートの改修を実施するとともに、防災重点ため池

に指定されているため池の劣化状況評価及びハザードマップを作成する農業農村整備

事業（ため池対策）を継続して実施します。 

 林業振興費においては、国の森林環境譲与税を財源とした森林環境整備事業（森林

所有者意向調査）により、これまで手入れがされていない森林の所有者を対象に意向

調査を行い、各種補助事業を活用した森林整備を推進します。また、荒廃森林整備事

業を継続して実施し、森林の保全に努めてまいります。 

 社会教育費では、町の文化財の活用を検討する文化財保存活用計画作成事業に新た

に取り組み、保存・活用の方針を２年間で取りまとめ、文化財の活用の方向性を導き

出します。 

 本年度供用を開始するコミュニティ型新体育館については、指定管理者との連携を

十分に図り、ソフト面の充実を図ってまいります。また、健康増進施設解体工事等整

備事業により、解体後の敷地に駐車場整備を行うことで、大池公園多目的運動広場の

一体的な利便性の向上を図ります。 

 次に、「心から笑顔で輝くまちへ」では、社会福祉費において、敬老事業、緊急通報

装置貸与事業、ひとり暮らし高齢者等見守り事業等を実施し、高齢者の生活環境の充

実を図ります。 

 また、フレイル対策事業等、様々なプログラムを実施する上毛生き活き塾を引き続

き実施するとともに、認知症カフェ事業、配食サービス事業、買物困難者支援事業及

び食品等宅配サービスを実施することで、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせ

る環境づくりに努めてまいります。さらに、障害者が居宅で生活できず、緊急一時的

な保護が必要になった場合、短期入所施設に一時的に受入れを行う地域生活支援拠点
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等事業を新たに実施し、障害者支援の充実を図ります。 

 保健衛生費では、定期予防接種や高齢者肺炎球菌定期予防接種等に加え、風しん予

防対策事業やインフルエンザ予防接種事業等感染症予防事業を継続し、実施します。 

 がん検診事業では、４０歳以上の方を対象に胃がんリスク検診を行い、２０歳以上

の女性を対象とした乳がん検診では、乳腺エコー検査を実施するほか、令和７年度を

目安に義務づけが予定されている歯科検診について、政府の導入計画より早く取組を

開始するため、歯科検診事業を新規事業として実施し、病気の早期発見、重症化予防

に向けた保健活動の充実を図ります。 

 また、がん患者やがん経験者のがん治療に伴う外見の変化をカバーするために購入

した医療用ウイッグや補正具等の一部を助成するアピアランスケア推進事業を新たに

実施し、心理的負担を軽減するとともに、社会参加を促進し、療養生活の質の向上を

図ります。 

 環境衛生費においては、住宅用エネルギーシステム設置補助金、老朽危険家屋等除

去促進事業補助金及びブロック塀等撤去費補助金を継続して実施します。 

 住宅費では、町営住宅の整備・管理に関する施策の実施計画（１０年間）を策定す

る町営住宅長寿命化計画策定事業に取り組みます。 

 防災費では、県管理河川である山国川の支川６河川（黒川、友枝川、東友枝川、有

田川、松尾川、新貝川）の想定最大規模（Ｌ２）での浸水想定区域が示されることか

ら、防災ハザードマップ作成事業により、県が示す浸水想定区域を反映した防災ハザ

ードマップを作成いたします。 

 次に、「輝くまちの基盤づくり」ですが、電子計算費では、国が示した自治体ＤＸ推

進計画の重点取組事項に対応するため、ＤＸ推進事業を強化します。職員を対象とし

たＤＸ人材育成研修、アンケートや申込みフォームを職員が作成できるＷｅｂフォー

ム作成ツールの活用、会議録作成支援システムの導入など、デジタル技術を活用する

ことにより、住民の利便性の向上と業務の効率化につなげてまいります。 

 上下水道費では、生活用水給水施設整備事業補助金により、水道未普及地域に対す

る支援を行うとともに、浄化槽設置補助金により、住みやすいまちの実現に向けた環

境整備を図ります。 

 道路橋梁費では、道路維持事業において町道の維持補修経費を計上し、道路新設改

良事業においては、八反田・宮ノ後線等、町道の新設・改良経費を計上しており、安
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全・安心及び快適な住環境の整備を図ってまいります。 

 最後に、「社会構造の変化に対応した持続可能なまちへ」ですが、新型コロナウイル

ス感染症対策費として、無症状の者が行う任意でのＰＣＲ検査等費用について助成を

行う任意ＰＣＲ検査費用助成事業を引き続き実施いたします。 

 令和５年度予算の歳入財源につきましては、町税が２,６９９万４,０００円増の６

億８,０３７万９,０００円、普通交付税は、令和５年度地方財政計画により推計した

結果２０億円程度を見込んでいますが、他の財源との調整により、前年度同額の１９

億５,０００万円を予算計上しております。 

 歳入財源の３９.６％が自主財源であり、前年度から２.２ポイント増加しておりま

すが、その要因は、分母となる歳入総額全体が大幅に減少したことによるものであり、

分子となる自主財源そのものは、昨年度より３億円以上減少している状況にあります。

自主財源の割合から見ても、本町の財政構造の厳しさは依然変わらず、今後事業展開

される様々な施策の推進に対しては、ふるさと納税の拡充、企業誘致等による新たな

財源確保を行う等、健全な行財政運営に努めてまいりたいと考えております。 

 議案第２３号、令和５年度上毛町国民健康保険特別会計予算でありますが、総額７

億９,９７６万２,０００円、対前年比４.７％の減額予算であります。 

 令和５年度の保険税率につきましては、医療費の推移等から据置きとしております。 

 歳出では、昨年同様、若年層を含めた健診への勧奨に努め、きめ細やかな保健指導

を実施することで、被保険者の健康づくりに重点を置いた予算を計上いたしておりま

す。 

 議案第２４号、令和５年度上毛町後期高齢者医療特別会計予算でありますが、予算

総額１億４,５８９万４,０００円、対前年比２.１％の増額予算であります。 

 令和５年度予算につきましては、増嵩する医療費に対応できる適正な制度運営に必

要な予算を計上しております。なお、引き続き、被保険者へ対して後期高齢者医療制

度の理解促進に努めてまいります。 

 議案第２５号、令和５年度上毛町工業等用地造成事業特別会計予算でありますが、

予算総額２３３万円で、前年度から１３３万円増額しております。 

 令和５年度予算につきましては、工業用地の維持管理及び企業誘致を行うために必

要な経費を計上しております。引き続き、早期の企業立地に向けて努力をしてまいり

ます。 
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 議案第２６号、令和５年度上毛町農業集落排水事業会計予算でありますが、令和５

年度より公営企業会計での予算編成を行っております。 

 本年度の業務予定量を、接続戸数２７４戸、年間排水量６万４,６８０立米としてお

ります。 

 収益的収入及び支出では、収入を８,８１６万１,０００円、支出を８,０８８万７,

０００円とし、資本的収入及び支出では、収入を２,５９０万４,０００円、支出を２,

５９７万７,０００円とするものであります。 

 議案第２７号、令和５年度上毛町簡易水道事業会計予算でありますが、農業集落排

水事業と同様に、令和５年度より公営企業会計での予算編成を行っております。 

 本年度の業務予定量を、給水戸数１,２６４戸、年間総給水量２４万１,９９５立方

メーターとしております。 

 収益的収入及び支出では、収入を１億３,９８８万５,０００円、支出を１億２,５６

７万１,０００円とし、資本的収入及び支出では、収入を５,９０７万２,０００円、支

出を５,９１２万２,０００円とするものであります。 

 議案第２８号、町道路線の変更についてでありますが、既存町道２路線の起点を変

更する必要が生じたので、道路法第１０条第３項の規定により議会の議決を求めるも

のであります。 

 議案第２９号、町道路線の認定についてでありますが、町が管理する道路としての

必要性が生じたことに伴い、新たに１路線を町道路線として認定するため、道路法第

８条第２項の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので慎重

に御審議をいただき、また御同意・御可決くださいますようよろしくお願い申し上げ

まして、提案理由の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（荒牧弘敏君）提案理由の説明が終わりました。 

 これから提案理由に対する総括質疑を行います。 

 前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、後の議案内容の説明の際

に行っていただくよう御協力をお願いします。 

 提案理由に対する総括質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、提案理由に対する総括質疑を終わります。 
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─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）これから、本日採決する議案の審議を行います。 

 日程第４諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、諮問第１号につきまして御説明をいたします。 

 諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦について。 

 次の者を人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦したいので、議会の意見を求

める。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 推薦する者の氏名でございますが、筒井惠子、生年月日、昭和２６年５月１０日生

まれ、住所、上毛町大字垂水１７８８番地１。 

 理由でございます。人権擁護委員１名の任期満了に伴う候補者の推薦について、人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものでございます。 

 次のページに履歴書を添付しておりますので御参照ください。 

 なお、筒井氏につきましては再任でございます。 

 説明は以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）私はいつもこの各種委員会の委員の選出・推薦については厳し

く一言申し上げておりますが、特にこの人権擁護委員についてはもっと詳しい添付書

類があってもいいんじゃないかというふうに思うわけです。もちろん厳しく十分審査

し、検討し、人選されたというふうに思うわけでございますが、特にこの場合は法務

大臣に諮問する方でございます。それだけに、承認してくれということでこの１枚２

枚の用紙だけでですね。私が言いたいのは、この方が任期中にどのような仕事に携わ

ったかというような詳しい仕事歴と申しますか、そういったものがあったら非常に判

断しやすいと思うんですが、これ２枚において、この人を引き続き３年間人権擁護委

員として認めてくれということでは、これを認めた場合は、私は甚だ無責任じゃない

かと思うんです。もうちょっと詳しく添付書類でもあれば分析できるんだというふう
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に思うわけです。 

 特に今後は、今、全社会的にプライバシーの問題や同性婚等々の問題が出ておりま

す。人権擁護委員の方々の尽力はいただかなければならない機会が多くなってくると

思うんですが、こういった点で、私は町長なり教育長が、本人が留任すべきかどうか、

あるいは留任に値する仕事歴があったのかというようなことも口頭試問をすべきじゃ

ないかと思うんでございますが、副町長どうですか。 

○議長（荒牧弘敏君）副町長。 

○副町長（岡﨑 浩君）まず、各種委員の部分の調書の部分でございますが、例えば、

先般１２月でしたか、教育委員等で教育長がお答えになったように、如実にこういう

業務を行いましたというものが言える委員もあれば、例えば公平委員とか固定資産評

価審査委員とか、要は、あくまで委員会として必要であるが、公平委員会を招集する

ような事案がないのがいい町ですから、そういう委員もあると。それを横並びで全部

同じように整えるというと、この履歴書１枚という形で、あとは御質問の中でどうい

う実績がありましたかというのをお尋ねいただくのが順当かなというふうに思ってお

ります。 

 また、今回、当然、再任でございますので、担当課のほうから御本人の事績等を踏

まえた上で町長にお伺いを立てていただいて、町長のほうからよかろうという形で本

日御提案申し上げておりますので、その辺は十分御理解をいただきたいと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）副町長がおっしゃることはよく分かるわけです。いろんな各種

委員がありますからね。委員によっては、そういう仕事歴を公に出せないとか、ある

いはこの委員会は出せるというのももちろんあろうかと思います。だから、その辺を

仕分けして私は出していただければ、非常に私ども推薦する側としてはしやすい。今

ここ出てきているこの名前と、職歴、学歴ですか、出ておりますけど、これだけでな

かなか、選んだという場合、何か問題があった場合、選んだほうに住民から責任追及

というものがなきにしもあらずというようなことを判断した場合、今後、私は一つの

執行部としての考え方をここで一つ考え直していただければ、いい機会じゃないかと

思うんです。 

 こういう公の仕事をする方に関してはやっぱり、人物、識見はもちろんですけども、

住民の方々にいずれ、あの方がこういう職歴についておりますよということが知れる
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わけです。そうすれば、住民の方がある程度納得して、ああ、あの方なら大丈夫だと

いう方と疑問を呈する方等々おると思うんですが、そういった形で多くの方々から納

得いくようなこういう人事令というのは今後も処していただきたいと思います。どう

ですか。 

○議長（荒牧弘敏君）副町長。 

○副町長（岡﨑 浩君）いや、その部分でいうと、なかなかやっぱり表すのが難しい部

分、また、人権擁護という案件で考えますと、こういったのをやりましたという部分

はなかなかペーパーで表すというのはいかがなものかなと思いますので、やはり御質

問の中でどういう活動をされましたかというのをお尋ねになって、担当課長が答える

部分には構わないと思いますが、他の委員についても同じような形で、これはやっぱ

りこの様式・書式で行かせていただきたいというのが、こちら側、私どもの考えです。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）それでは質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論ありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 人権擁護委員候補者の推薦について、筒井惠子氏を適任とすることに賛成の議員の

起立を求めます。 

（起立多数） 

○議長（荒牧弘敏君）起立多数。したがって、諮問第１号、人権擁護委員候補者の推薦

については、筒井惠子氏を適任とすることに決定しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第５、報告第１号、令和５事業年度上毛町土地開発公社事業

計画及び予算についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 
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 企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）それでは、報告第１号につきまして御説明いたします。 

 報告第１号、令和５事業年度上毛町土地開発公社の事業計画及び予算について。 

 令和５事業年度上毛町土地開発公社事業計画及び予算について、地方自治法第２４

３条の３第２項の規定により別紙のとおり報告する。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 本報告事項につきましては、令和５年２月２１日開催の第２回上毛町土地開発公社

理事会において御承認をいただきましたことをまず御報告させていただきます。 

 それでは、令和５事業年度の上毛町土地開発公社の事業計画及び予算につきまして

御報告いたします。 

 次のページをお開きください。 

 まず、令和５事業年度上毛町土地開発公社事業計画でございますが、説明につきま

しては公社議案書の朗読により説明に代えさせていただきます。 

 議案第２号、令和５事業年度上毛町土地開発公社事業計画について。 

 日本経済は、ウイズコロナの下、社会経済の正常化が進展する一方、原材料価格の

上昇や円安の影響等によりエネルギー・食料品等の価格上昇が国民生活・事業活動に

大きな影響を及ぼしている。国としては、物価高騰・賃上げの取組、円安を生かした

地域の稼ぐ力の回復・強化、新しい資本主義の加速、国民の安全・安心の確保を柱と

する物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策を策定し、物価対策と景気対策

を一体として行い、国民の暮らし、雇用、事業を守るとともに、未来に向けて経済を

強化していくこととしている。 

 上毛町では、まち・ひと・しごと総合戦略に基づき、少子化及び人口減少に立ち向

かうため、定住促進事業など多様な施策を展開しているところである。目標人口１万

人を達成するために新たな雇用の創出は必要不可欠であり、町では企業誘致のための

工業等用地（成恒地区）造成事業を実施し、現在、販売・誘致活動を行っている状況

である。 

 このような情勢の中、上毛町土地開発公社では多様な産業分野の新規立地の需要を

注視し、町と連携を取りつつ、公有地の拡大に関する法律第１７条の規定に基づき、

地域の秩序ある整備と住みよいまちづくりに寄与するため、以下により事務事業を推

進する。 
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 １、町からの工業用地造成事業の協議に基づき、事業計画の検討を行う。 

 ２、多様な産業分野からの新規立地の需要に備える。 

 令和５年２月２１日提出。上毛町土地開発公社理事長、岡﨑浩。 

 続きまして、令和５事業年度土地開発公社の予算につきまして御説明を申し上げま

す。 

 次のページの公社予算書をお開きください。 

 令和５事業年度の土地開発公社予算でございますが、まず、第１条といたしまして、

令和５事業年度の土地開発公社予算は次に定めるところによる。 

 第２条、収入支出予算の総額は収入支出それぞれ２１万７,０００円と定める。 

 第２項、収入支出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表収入支出予

算による。 

 令和５年２月２７日提出。上毛町土地開発公社理事長、岡﨑浩。 

 予算書の４ページをお開きください。 

 まず、収入でございますが、１款１項１目基本財産果実ですが、公社が保有してお

ります基本財産５００万円に対する利子として昨年と同額の１,０００円、２項１目

預金利子として同じく昨年度と同額の１,０００円、３項１目、町からの補助金として

昨年度と同額の２０万７,０００円を計上しており、事業外収入としては、昨年度と同

額の２０万９,０００円となっております。 

 次に、２款１項１目繰越金ですが、昨年度と同額の８,０００円を計上しており、収

入合計としては、昨年度と同額の２１万７,０００円となっております。 

 次に、支出でございますが、５ページをお願いいたします。 

 まず、１款管理費でございますが、１項１目費用弁償２１万６,０００円、２目旅費

１万８,０００円、３目需用費２万円、４目役務費に３,０００円、５目租税公課費に

５万円で、予算額は全て昨年度同額で２０万７,０００円となっております。 

 次に、２款の事業支出でございますが、１項１目旅費として８,０００円、２目需用

費として１,０００円で、事業支出の予算額としては昨年と同額の９,０００円となっ

ております。 

 次に、３款予備費に昨年と同額の１,０００円で、支出合計としては、昨年同額の２

１万７,０００円となっております。 

 説明は以上でございます。 
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○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 以上で本件の報告を終わります。 

 ここで暫時休憩をします。１１時１５分から再開いたします。 

                           休憩 午前１１時０４分 

                           再開 午前１１時１４分 

○議長（荒牧弘敏君）それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第６、議案第２号、工事請負契約の変更契約の締結について

（上毛町防災行政無線デジタル化工事）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第２号について御説明をいたします。 

 議案第２号、工事請負契約の変更契約の締結について。 

 上毛町防災行政無線デジタル化工事請負契約を下記のとおり変更するため、上毛町

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分等に関する条例第２条の規定によ

り議会の議決を求める。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 １、契約の目的でございますが、上毛町防災行政無線デジタル化工事。 

 ２、工事場所、上毛町内一円。 

 ３、契約の方法、随意契約。 

 ４、契約金額、変更前３億４,５６０万９,０００円、変更後３億４,４３０万円。 

 契約の相手方、福岡県福岡市中央区長浜２丁目４番１号、東芝インフラシステムズ

株式会社九州支社支社長、村田茂。 

 ６、工期、令和２年９月１８日から令和５年３月３１日。 

 理由でございます。上毛町防災行政無線デジタル化工事に係る工事請負契約につい

て、工事を実施した結果、設計の一部を変更して実施する必要が生じたため、契約金

額の変更について議決を求めるものでございます。 
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 今回の契約変更の内容でございますが、主に戸別受信機の設置台数が当初設計より

減少したことによる労務費の減等によりまして、契約金額を１３０万９,０００円減

額するものでございます。 

 現在、工事につきましては順調に進捗しております。主な工程はほぼ完了しており、

現在は、受信状況の不具合や戸別受信機の追加設置等の対応を行っておる状況でござ

います。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）戸別受信機はどのくらい減ったんですか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）当初の見込みは、購入台数２,７００台でスタートをしており

ます。３月６日現在になりますが、設置完了戸数が２,２８５世帯、あと、訪問しまし

た結果、設置を希望しないという方が２５７世帯、対象外、空き家であったりとそう

いうケースが３７６世帯ということになっております。合計で、現在のところ２,２８

５世帯に設置済みとなっております。 

 なお、訪問時に、ＳＮＳ、メール等での配信もできますということをお知らせして

おりますので、そちらの手法を希望された方もいらっしゃいます。ちなみにですが、

直近の数字でＬＩＮＥの登録者数が４０８名、フェィスブックについては６７０名、

これはもうフェィスブック全体の登録者フォロワーになります。それとメールによる

配信を希望する方が９３件ということで確認をしております。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。 

 三田議員。 

○９番（三田敏和君）先ほどＬＩＮＥ等でということで、そういう方が多くなっている

のは常識で分かるんですが、空き家とかというようなことが言われましたが、その辺

の調査というのは、どのような形になって、空き家等でそういう３００幾らか増えた

んですかね。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 
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○総務課長（宮吉保男君）設置方法につきましては、業者によりまして、各地区、全世

帯を回るローラーということで全戸を訪問しております。御不在の家については、訪

問の連絡票を投函させていただきまして御連絡をいただくという形を取っています。

本日現在、特段の連絡をいただいてない方については、結果的には無線がついてない

ということになります。 

 また、訪問した際に、もうここは空いているので不要ですという御連絡もその中に

入っております。例えば、こちらに家はあるけど息子さんの世帯に移られているとか

いう方については、そこはもう住んでないので要りませんよという意思表示をはっき

りしていただいた方、そういう世帯になろうかと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員。 

○９番（三田敏和君）そうであれば、今後の中で新たにつけるということの要請があれ

ば、それは可能だということでよろしいんですか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）今回の契約の中で十分なストックを持たせていただいており

ますので、追加の設置要望があれば新年度いつでも対応は可能ということで考えてお

ります。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。 

 岩花議員。 

○４番（岩花寛之君）先ほど２５７人の方が設置を希望されないということで、約１割

以上の方が希望されないというふうな結果かと思うんですけれども、非常に個人的な

大きなというふうに思いましたけれども、その中でＬＩＮＥで情報が入るからという

ことでありました。 

 ＬＩＮＥで入らない情報として、火災の情報というのが上毛町の場合は入らないん

ですけれども、その対応は。豊前市は火災があったときに防災無線が流れたらその情

報ですということでＬＩＮＥにも入ってくるんですけれども、上毛町はその対応とい

うのは、ちょっと聞きましたけれども難しいんでしょうか。その辺が違いがあるとい

うことも住民の方に御了解いただいてのことなのか伺います。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）以前のたしか委員会だったと思います、お答えをさせていた

だいております。火災の放送ついては現在の仕組みの中では受信ができませんという



-29- 

ことはしっかり説明をさせていただいた上で、設置なり選んでいただくということに

しております。 

 火災の通報につきましては、広域圏の消防本部のほうで今年度中に火災のメール配

信の仕組みを整えるというふうに聞いておりますので、それが運用開始されればまた、

これはもう全町民の方に向けてこういう制度が始まりますということはお知らせして

いきたいと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。 

 ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第２号、工事請負契約の変更契約の

締結については、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第７、議案第３号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第

７号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第３号につきまして御説明をいたします。 

 議案第３号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第７号）。 

 令和４年度上毛町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４,５７０万４,０００円を追
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加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６８億８,７４２万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、繰越明許費の追加及び変更は、第２表繰越明許費補正による。 

 第３条、債務負担行為の追加は、第３表債務負担行為補正による。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 それでは、予算書の６ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費補正でございますが、お示しをしております二つの事業について、

追加または変更を行うものでございます。 

 まず、４款１項保健衛生費ですが、国の第２次補正において実施が決定した出産・

子育て応援交付金事業のうち、事業に必要なシステム改修について年度内完了が困難

と見込まれるため、関係経費１７８万８,０００円につきまして、今回追加で繰越明許

により措置させていただくものでございます。 

 続きまして、７款１項道路橋梁費の新設改良事業ですが、現在設計を行っておりま

す垂水・大ノ瀬線改良事業について、関係機関との協議に時間を要していることから、

年度内での設計完了が困難となりました。このため、既に繰越明許を行っている事業

に加えまして、関係経費１,１１０万円を繰り越しさせていただくものでございます。 

 予算書の７ページをお願いいたします。 

 第３表債務負担行為補正ですが、本定例会に関係議案を提出しております、げんき

の杜指定管理料及び大池公園多目的運動広場指定管理料について、両施設とも令和５

年４月１日から新たに指定管理を開始することとなります。令和４年度中に指定管理

者との基本協定締結等の準備事務を行う必要があることから、それぞれ令和４年度を

初年度とする債務負担行為をお願いするものでございます。 

 予算書８ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書をお願いいたします。 

 まず、歳入の主なものについて御説明をいたします。 

 １款の町税では、税務課の収入見込みを基に、町税全体で８,０００万円を増額して

おります。内訳としましては、個人町民税を３,０００万円、法人町民税を６００万円、

固定資産税を３,５００万円、軽自動車税種別割を２００万円、たばこ税を５００万円、

入湯税を２００万円それぞれ増額いたしております。 

 １０款地方交付税では１億３,５１６万９,０００円の増額補正を行っております。
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今回、普通交付税を１億７１万６,０００円、特別交付税を３,４４５万３,０００円そ

れぞれ増額補正をしております。 

 なお、令和４年度の地方交付税ですが、普通交付税は今回の補正額を含み、２０億

９,７９９万７,０００円が確定しておるところでございます。特別交付税につきまし

ては、最終的に２億５,０００万円程度の収入見込みというふうに見込んでいるとこ

ろでございます。 

 １２款の分担金及び負担金では、１８４万５,０００円を減額しております。主に保

育料等の減額によるものでございます。 

 １３款使用料及び手数料では、２０７万１,０００円を減額しております。主に公営

住宅使用料の減額によるものでございます。 

 １４款国庫支出金で２,５３０万６,０００円を減額しております。 

 予算書の１４ページをお願いいたします。 

 １項国庫負担金においては、１目民生費国庫負担金で施設型給付費対象児童数の減

に伴いまして、子どものための教育・保育給付交付金９３３万７,０００円、児童手当

支給対象児童数の減に伴いまして、児童手当国庫負担金３１９万７,０００円等を減

額、障害児通所給付費負担金３７９万円等を増額しております。 

 ２項国庫補助金においては、２目民生費国庫補助金で支援金支給対象世帯が見込み

より少なかったことに伴いまして、生活支援臨時特別事業費補助金２,３０５万円等

を減額しおります。 

 ３目衛生費国庫補助金では、制度開始に伴いまして、伴走型相談支援及び出産・子

育て応援交付金５３９万８,０００円等を増額、４目土木費国庫補助金では、道路メン

テナンス事業費補助金９６４万４,０００円を減額、５目教育費補助金では、新体育館

建設事業に充当いたします学校施設環境改善交付金１,４４２万１,０００円等を増額

しておるところでございます。 

 予算書１７ページをお願いいたします。 

 １５款県支出金で、２,６９８万５,０００円を減額しております。 

 １項県負担金において１目民生費県負担金では、子どものための教育・保育給付交

付金１,１１７万４,０００円、後期高齢者医療軽減分に係る保険基盤安定負担金３３

０万２,０００円等を減額、２項県補助金においては、２目民生費県補助金で子ども・

子育て支援交付金２３５万１,０００円等を減額、４目農業費県補助金では、農村環境
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整備事業費補助金１１５万５,０００円等を減額しております。 

 予算書の２０ページをお願いいたします。 

 １６款財産収入では、１,８８１万４,０００円を減額しております。主に、本年度

のコモンパーク上毛彩葉分譲実績確定に伴います不動産売払収入１,８０８万２,００

０円の減額によるものでございます。 

 予算書の２１ページをお願いいたします。 

 １７款寄附金では、中津市の企業様から頂きました企業版ふるさと納税寄附金５０

万円を増額計上いたしております。本町の観光振興に役立てていただきたいとのこと

でしたので、企画費の観光事業関係経費に今回充当いたしておるところでございます。 

 予算書２２ページをお願いいたします。 

 １８款繰入金では８,０５９万６,０００円を減額しております。減額の主な理由に

つきましては、各基金の充当事業につきまして、事業費の確定、他の特定財源及び一

般財源への振替を行ったことによるものでございます。 

 予算書２３ページをお願いいたします。 

 １９款繰越金では、３億８,３３９万１,０００円を増額しております。財政調整基

金への積立て２,１１０万円等を行うため、前年度繰越金を今回全額予算計上させて

いただいております。 

 予算書２４ページをお願いいたします。 

 ２０款諸収入では、２２６万１,０００円を増額しております。主に、奨学金返還金

収入見込みによる増額によるものでございます。 

 以上が、概略でございますが歳入予算の補正内容でございます。 

 続きまして、予算書の２５ページからの歳出予算でございますが、歳出全般にわた

りまして、各款における人件費及び経常的な物件費、補助費等につきまして、支出見

込額の十分な精査を行いまして、不用見込額の減額を行っておるところでございます。

減額部分の詳細な説明につきましては割愛をさせていただき、主な増減についての説

明とさせていただきたいと思いますので、御了承いただきますようお願いいたします。 

 予算書２５ページをお願いいたします。 

 １款議会費では５２３万円を減額しております。主に、議員研修旅費、議場音響設

備改修業務委託料等の減額によるものでございます。 

 ２６ページをお願いいたします。 
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 ２款総務費全体では、２,９３９万４,０００円の減額となっております。 

 １項総務管理費１目一般管理費では、１２節委託料で食料品価格等物価高騰生活者

支援事業における発送関係の委託料８６０万円等を減額しております。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 ５目財産管理費では、１２節委託料で庁舎屋根改修工事設計業務委託料の入札執行

残として２３１万円を減額しております。 

 ６目企画費では、各種補助金の執行見込みによりまして、１８節負担金、補助及び

交付金４７５万９,０００円を減額しております。 

 ２８ページをお願いいたします。 

 １０目電子計算費では、１２節委託料におきまして、各種業務委託料の執行見込み

によりまして１６０万円等を減額しておるところでございます。 

 次に、２９ページをお願いいたします。 

 ２項徴税費１目税務総務費では、１２節委託料で各種委託業務の執行見込みにより

まして、３５９万３,０００円を減額しております。 

 ３１ページをお願いいたします。 

 ３款民生費全体では、８,４８４万５,０００円の減額となっております。 

 １項社会福祉費１目社会福祉総務費の１８節負担金、補助及び交付金では、電力・

ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の執行見込みによりまして、２,２９５万円を

減額、２７節繰出金では、実績によりまして、国民健康保険特別会計への繰出金２２

４万円を減額しております。 

 ２目老人福祉費では、１８節負担金、補助及び交付金で、福岡県介護保険広域連合

負担金の確定によりまして４１５万円の減額、１９節扶助費で介護手当給付金等の実

績によりまして３２２万４,０００円の減額、２７節繰出金では、実績によりまして、

後期高齢者医療特別会計繰出金を４６３万８,０００円減額しておるところでござい

ます。 

 ３目の介護予防事業費では、２２節償還金利子及び割引料で、令和３年度介護保険

地域支援事業交付金の確定により返還金が生じておりますので、５５７万円を増額し

ております。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 ４目障害者福祉費では１９節扶助費で、対象者の増等によりまして、訓練等給付費
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５２０万円を増額、その他各種給付費を実績により減額、２２節償還金利子及び割引

料で令和３年度給付費に係る実績確定に伴いまして、国県等精算還付金４３０万８,

０００円を増額しております。 

 ３６ページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費１目児童福祉総務費では、２２節償還金、利子及び割引料におきま

して、令和３年度福岡県放課後児童健全育成事業費補助金等の確定によりまして、国

県等精算還付金として２２０万１,０００円を増額しております。 

 ２目児童措置費では、１９節扶助費で対象児童数の減によりまして児童手当７２４

万５,０００円、施設型給付費等３,９６０万円等を減額しております。 

 また、２２節償還金、利子及び割引料で児童手当制度改正実施円滑化事業補助金の

確定に伴う返還金９万９,０００円を増額計上しております。 

 ３８ページをお願いいたします。 

 ３目児童福祉施設費では、１４節工事請負費において、空調設備改修工事完了に伴

いまして１９８万円を減額しております。 

 ４目子ども医療対策費では、令和３年度の子ども医療費支給事業費の確定に伴いま

して、県への返還金４２万４,０００円を増額計上しております。 

 ３９ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費総額で、１,４９１万２,０００円を減額しております。 

 １項保健衛生費１目保健衛生総務費では、先ほど繰越明許費補正でも御説明いたし

ました、国の第２次補正予算において実施が決定した出産・子育て応援交付金事業に

要する経費として、１２節委託料に健康管理システム改修業務委託料１７８万８,０

００円、１８節負担金、補助及び交付金に出産・子育て応援交付金５４０万円をそれ

ぞれ増額して計上しております。 

 また、１８節負担金、補助及び交付金に豊築休日急患センターからの追加負担金１

６１万１,０００円、１９節扶助費に未熟児養育医療費所要見込額として１３４万円

をそれぞれ増額して計上しております。 

 ２目予防費では、各種予防接種実施実績によりまして、１２節委託料を１,４４０万

円、１８節負担金、補助及び交付金を１８３万円それぞれ減額しております。 

 また、２２節償還金、利子及び割引料では、感染症予防事業費国庫負担金確定に伴

いまして、返還金６万２,０００円を増額計上しております。 
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 ４０ページをお願いいたします。 

 ３目保健事業費では１２節委託料で、実績によりまして、がん検診委託料を１５５

万円減額しております。 

 ５目新型コロナウイルス感染症対策費では、ワクチン接種関係経費の執行見込みに

よる減額に加えまして、２２節償還金、利子及び割引料で、令和２年度、３年度のワ

クチン接種のために交付された国からの負担金補助金の実績確定に伴う返還金として、

１,８９６万２,０００円を増額計上しております。 

 ２項上下水道費１目上水道整備費では、令和５年４月からの公営企業会計移行に伴

う必要資金として、簡易水道事業特別会計繰出金１３２万７,０００円を増額してお

ります。 

 ２目下水道整備費では、浄化槽の設置実績によりまして、設置補助金７９２万円を

減額、簡易水道事業と同様に、公営企業会計移行に伴う必要資金として、農業集落排

水事業特別会計繰出金３８万７,０００円を増額しております。 

 ４２ページをお願いいたします。 

 ５款農水産業費総額で、１,２１９万３,０００円を減額しております。 

 １項農業費３目農業振興費では、７節報償費で、イノシシ・鹿の駆除数が当初見込

みを上回ったため、鳥獣捕獲報償金を３５万円増額しております。 

 １８節負担金、補助及び交付金では、事務的補助金及び建設的補助金について、交

付実績によりまして不用見込額５７５万４,０００円を減額しております。 

 ２項林業費１目林業総務費では、１２節委託料におきまして、町有林管理業務委託

料を３８０万円減額しております。 

 ４５ページをお願いいたします。 

 ６款商工費では、４５４万８,０００円を減額しております。主な減額理由としては、

１４節工事請負費で、大平楽温泉館真空ボイラー改修工事費等における入札執行残等

１７４万円の減額及び１８節負担金、補助及び交付金で、上毛町創業支援促進支援事

業等の実績による事務的補助金２７０万円の減額を行っておるところでございます。 

 ４６ページをお願いいたします。 

 ７款土木費全体で２,００３万８,０００円を減額しております。主な減額理由とし

て、各目の科目とも不用見込額の精査によるものでございます。 

 ５０ページをお願いいたします。 
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 ９款教育費全体で４,９７０万７,０００円を減額しております。 

 １項教育総務費４目奨学金費では、新規かつ貸付者の確定に伴いまして４１２万円

を減額しております。 

 ５１ページをお願いいたします。 

 ２項小学校費１目小学校管理費ですが、各科目にわたり不用見込額の精査を行い、

全体で３０４万１,０００円の減額を行っております。 

 ５２ページになります。 

 ２目教育振興費ですが、要保護・準要保護の支援実績によりまして、１９節扶助費

２８３万９,０００円を減額しております。 

 ３項中学校費１目学校管理費ですが、小学校費と同様に、各科目にわたりまして不

用見込額の精査を行っております。全体で３１０万円の減額となっております。 

 ５３ページの２目教育振興費では、小学校費と同様に、要保護・準要保護の支援実

績によりまして、１９節扶助費を２９５万６,０００円減額しております。 

 ４項社会教育費２目公民館費では、１２節委託料におきまして、コロナの影響によ

る規模縮小等で不用となりました、二十歳のつどい及び文化講演会業務委託料２１８

万２,０００円を減額しております。 

 ５５ページの３目文化財保護費では、１２節委託料におきまして、町内遺跡発掘調

査等委託料１６０万円等の減額を行っております。 

 ６目国際交流費では、コロナの影響により未実施となりました少年海外学習事業関

係経費等を合計で１,０５４万８,０００円減額しております。 

 ５６ページの５項保健体育費１目保健体育総務費では、体育協会助成金の不用見込

額等によりまして１３８万円の減額を行っております。 

 ２目保健体育施設管理費では、各科目にわたり体育館工期延長に伴う関係経費の新

年度への予算組替えを行っておることから、減額となっております。 

 また、１２節委託料で健康増進施設解体工事実施設計委託料不用額として１３７万

円、１４節工事請負費で多目的運動広場グラウンドナイター照明改修工事不用額とし

て６０１万３,０００円をそれぞれ減額しております。 

 最後に６０ページをお願いいたします。 

 １２款諸支出金で、基金への積立金といたしまして今回６億６,９０１万１,０００

円を増額補正しております。主な積立金の内訳といたしましては、財政調整基金へ２
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億１,１００万３,０００円、公共施設整備基金へ３億５,０００円、減債基金へ１億２,

０００円、ふるさと応援基金へ５,８００万円をそれぞれ積み立てるものでございま

す。 

 以上、概略ではございますが補正予算の内容でございます。 

 質疑等につきましては、内容によりまして担当課長より詳細部分につきまして御説

明、御答弁いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で議案第３号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）これずっと見ますと、非常にマイナス補正がかなり多いという

ことでございますが、これをどう見るかということですが、経費を使わずに済んでよ

かったと見るか、活性化がその分十分に伸びないと、活性化がならないというふうに

判断すべきか、当初の予算編成において積算根拠が各課とも甘かったというふうに見

るか、いや、そうじゃない、これは積立てに回すんだから妥当だというふうに見るか、

その辺はどうですか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）今回、例年３月にこういった形の減額補正が中心になるとい

うことでございますが、中には経費節減によって不用額が生じたものというのも当然

ございます。当初予算段階で事業を予定していたものが、例えばコロナの影響で実施

ができなかったとか、あとは、正直なところ職員の努力がもうちょっと足りなかった

というものもあるかと思います。そういったものも全部含めまして、今回精査をさせ

ていただいた上で、確保できた財源については御覧いただいたとおり基金への積立て

をさせていただいて、次年度以降、有効活用を図るということで御理解をいただきた

いと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）ページを追って聞きたいと思うんですけど、２６ページです。食

料品価格等の配布委託料不用見込額８６０万円、これは申請が１世帯二人以上であれ

ば６,０００円の補助、食料品やったと思うんですけど、何世帯が申請しなかったのか。 
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 それと、２７ページの地域づくり協議会の補助金不用見込額、これは理由はどうい

うことで余ったのか。 

 これ、ページを追っていったらいいと思うんですけど、取りあえずこの二つ答えて

ください。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）２６ページの食料品の配布事業の関係でございます。 

 未申請の世帯につきましては、昨日現在で２８１世帯ということになっております。

率にしますと申請率は９１.４％ということになっております。未申請の方につきま

しては、辞退の方も数名いらっしゃいましたが、ほとんどが宛先不明であったり、そ

もそももう申請自体を提出されてないということでございます。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）２７ページの地域づくり協議会補助金の不用見込額１１

５万９,０００円の説明をいたします。 

 これにつきましては、地域づくり協議会の団体のほうから、先進地研修等に行けな

かった、コロナのため中止になったということと、活動団体が減ったということ、そ

して備品の購入を控えたということが主な理由として上がってきて、その分が減額と

なっております。 

○議長（荒牧弘敏君）廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）あと、全般的に職員の時間外勤務手当が結構残っているんですけ

ど、これはちゃんと申請しているんですかね。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）これは以前、議員さんからいただいた一般質問でもお答えし

ておりますが、時間外勤務につきましては、事前の申請を行い、担当課長が認めたも

のについて支給をするわけでございますが、必要な時間外勤務については認めており

ますということです。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）１１ページの１０款の地方交付税ですが、地方交付税の金額の

中で、マイナンバーカードの交付件数によって地方交付税に影響があるということを

聞いているんですが、実際そういうことがあれば数字を示していただきたいと思いま
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す。 

 それから、１５ページ、１４款２項４目土木費国庫補助金、これ約３分の１不用額

が生じていますが、こんなに多くなったのはどういう理由でしょうか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）１１ページの地方交付税についての御質問ですが、マイナン

バーの交付率等について影響が出るのは令和５年度からということで思っております。

これ以前も申し上げたんですが、誤解のないようにお願いしたいのですが、交付率が

低いから交付税を減額するという考え方に国はなっておりません。交付率が高いとこ

ろに対して、その後の利活用のために手厚く措置をするということです。交付税を減

額するというような考えはございませんので、そこはお間違えのないようにお願いい

たします。 

○議長（荒牧弘敏君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）それでは、４目の土木費国庫補助金の関係ですが、道路メン

テナンス事業費補助金につきましては、計画策定業務、橋梁点検業務、橋梁補修業務

等三つの事業を行っております。その中で、入札執行に伴う不用額ということで補助

金のほうが減っている部分もありますし、補助金を申請するに当たり、補助対象事業

費というものがあります。国のほうの予算の配分で補助対象事業費というのを決めら

れますので、その関係で減額になっているものでございます。 

○議長（荒牧弘敏君）住民課長。 

○住民課長（円入忠義君）同じく１５ページの２節社会資本整備総合交付金の減につい

てです。まず、老朽危険家屋とブロック塀の減については実績によるもの、それから

町営住宅の除去事業については入札残に伴う補助金の減額ということでございます。 

○議長（荒牧弘敏君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）答弁の中で、国の対象事業の変更とかそういうことを言われま

したが、実際にはどういうことで対象事業が当初と変わったのか、お尋ねいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）この事業につきましては、国のほうからの補助金を県が取り

まとめを行います。県下での事業量に応じて各市町村のほうに補助金の対象というも

のが決定するわけですが、各市町村からの申請が多かったことに伴いまして、申請事

業費に応じて対象事業費ということで配分がなされるものでございます。 
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○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 三田議員。 

○９番（三田敏和君）３９ページの４款衛生費の中の予防費で、定期予防接種の委託料

不用見込額が１,４００万ほど出ておりますが、この内訳をお示しください。 

○議長（荒牧弘敏君）子ども未来課長。 

○子ども未来課長（末永浩一君）定期予防接種にも様々な多くの種類があります。ロタ

ウイルス、風しん、ＢＣＧ、ポリオというふうにありまして、まずざっくりと総数か

ら申し上げますと、当初のこれら全てのワクチンの接種者の見込みを５,８６５人と

見込んでおりましたが、２月末現在で３,６６４名が接種しているということで、少し

余裕を見て減額補正をしております。もし個別でそれぞれＢＣＧとか必要でしたら申

し上げますが。 

○９番（三田敏和君）後で結構です。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）債務負担行為の補正でございますけど、げんきの杜の指定管理料

と大池公園多目的広場指定管理で、どちらとも指定管理ということでございますが、

期間がそれぞれ２年と３年となっております。ちょっと私の記憶では５年とかそうい

った期間ではなかったかなと思いますが、その２年と３年にした理由と、あと、ちょ

っと議運のメンバーでございますので、ちょっと議運としての落ち度かもしれません

けど、まず指定管理者というのを今度委員会付託して議決するわけですが、その議決

をする前にこの予算を決めて議決してもよかったものかなというのをちょっと今ふと

思ったところでございます。要は、この期間も限度額も指定管理の予定者と協議の上

されていると思いますが、指定管理が決まってないのに先に予算を決めてしまうよう

な事態になっていると思うんで、これは例えばこの債務負担行為だけ外して、例えば

補正８号とかで上げたほうがよかったのかなというふうにちょっとふと思ったのです

けど、その辺どのようにお考えですか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）御質問いただきました債務負担の考え方について、私のほう

から概略ということでお答えをさせていただきたいと思います。 

 指定管理を決定といいますか、議案提出させていただくに当たって、まず予算が先
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になります。予算の裏づけがあって指定管理という流れになりますので、順番として

は入れ替わってないということで御理解をいただきたいと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは、期間についてでございますが、まず、げんきの杜

につきましては、浴場等の改修などございますので、そういった環境変化を考慮して、

今回２年間というふうにさせてもらっています。 

 大池公園多目的運動広場につきましては、今年度、健康増進施設の解体の工事費を

計上させていただいております。そういったこともございまして３年間、その後解体

した後、またちょっと環境が変わるということもございますので、３年間というふう

にさせてもらっています。 

○議長（荒牧弘敏君）宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）それでは、げんきの杜のそういった改修は６年度中に行って、７

年度に新たにスタートするので、こういった２年間というふうな、ちょっと通常より

短めにされているということでよろしいですかね。 

 それともう１点、２７ページの移住支援金不用見込額とあって、これたしか東京２

３区等から上毛町に移住された方に対する支援金だったと思いますが、これ、ゼロと

いうことでしょうか。 

 そして、このＰＲですね。要するに、これ、幾ら予算組んでも相手方に伝わらなけ

れば何の効果もないことだと思いますけど、こういった支援をどういう形でＰＲされ

てきたのかお答えください。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）移住・定住の不用額１００万円マイナスについて御答弁

いたします。 

 議員おっしゃられるとおり利用者がゼロということで、東京都市圏から移住を促す

補助金でございますが、ゼロということです。 

 ＰＲにつきましては、各種町が出ていくイベント、東京にも出ていきましたが、そ

のときに移住相談のＰＲ等はしております。福岡とかに行ったときも移住・定住のＰ

Ｒをしております。ただ、御指摘のとおり、それが十分であったかというところは今

後検討していかなければいけませんが、ＰＲとしてはしておりますが実績としてはつ

ながっていないということでございます。 
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○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第３号、令和４年度上毛町一般会計

補正予算（第７号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第８、議案第４号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（園田秀秋君）それでは、議案第４号について御説明いたします。 

 議案第４号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）。 

 令和４年度上毛町の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４,９１６万７,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億８,９９７万８,０００円とするもの

です。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 それでは、主な増減分について御説明いたします。 

 まず、歳出ですが、１１ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費を５５万７,０００円減額し、予算総額１,０１０万７,０
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００円とするものです。事業の精査及び経費節減による減額となっております。 

 １２ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費で、実績及び見込みにより５,６７２万円減額し、予算総額５億７,

３２７万９,０００円とするものです。減額の主な要因は、昨年、指定難病で高額な医

療費が必要であった被保険者が後期高齢者医療保険に移行したことによるものです。 

 １３ページをお願いします。 

 ３款国民健康保険事業費納付金ですが、保険者努力支援交付金及び県繰入金の額が

確定したことにより財源変更を行っております。 

 １４ページをお願いいたします。 

 ５款保険給付費で６５万５,０００円減額し、予算総額１,１９１万５,０００円と

するものです。事業の精査及び経費節減によるものとなっております。 

 次に、１５ページをお願いいたします。 

 ８款１項５目償還金で８７６万５,０００円増額し、予算総額９９２万７,０００円

とするものです。令和３年度の普通交付金等を今年度返還するものでございます。 

 次に歳入でございますが、７ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目保険給付費等交付金ですが、歳出の減額に合わせ、１節普通交付金を

５,６００万円減額しております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ６款１項１目一般会計繰入金ですが、１節、２節保険基盤安定繰入金及び５節財政

安定化支援事業繰入金は、額の確定によるものでございます。 

 ２目基金繰入金では、歳入全体の額の確定により全額を減額しております。 

 その他の項目につきましても、実績及び見込みにより、総額で１,９２４万円を減額

しております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ７款１項１目繰越金では、前年度繰越金を２,６３５万８,０００円増額し、予算総

額２,６９３万６,０００円としております。 

 説明は以上でございます。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 
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○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第４号、令和４年度上毛町国民健康

保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第９、議案第５号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（園田秀秋君）それでは、議案第５号について御説明いたします。 

 議案第５号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）。 

 令和４年度上毛町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１７万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,７９７万６,０００円とするものです。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 主な増減額について御説明いたします。 

 まず歳出でございますが、１２ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目後期高齢者広域連合納付金を７７万円減額し、予算総額１億３,１２

８万１,０００円とするものです。現年分の保険料等の負担金確定に伴う不用見込額

となっております。 

 その他の歳出につきましては、実績見込み及び経費節減により、それぞれ減額して
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おります。 

 次に歳入でございますが、６ページをお願いいたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料では、実績及び見込みに基づき、特徴、普徴合わせ

て２２万８,０００円を増額し、予算総額８,９２８万６,０００円としております。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目事務費繰入金では、額の確定により、事務費繰入金及び保険基盤安定

繰入金と合わせて４６３万８,０００円を減額し、予算総額４,４４８万４,０００円

としております。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ４款１項１目繰越金で、前年度繰越金を３１８万４,０００円増額し、予算総額３３

６万９,０００円としております。 

 説明は以上でございます。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第５号、令和４年度上毛町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第１０、議案第６号、令和４年度上毛町農業集落排水事業特

別会計補正予算（第３号）を議題とします。 
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 議案内容の説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）それでは、議案第６号について御説明をいたします。 

 議案第６号、令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）。 

 令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３５万４,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,１８８万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、継続費の変更は、第２表継続費の補正による。 

 第３条、地方債の補正は、第３表地方債の補正による。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ４ページをお開きください。 

 継続費の補正でございますが、公営企業会計法適化事業の令和４年度の事業費の確

定に伴い、総額及び令和４年度の年割額をそれぞれ１２５万４,０００円を減額し、総

額を１,４２８万９,０００円、令和４年度の年割額を６８７万５,０００円とするも

のでございます。 

 次に、５ページをお願いします。 

 地方債補正でございます。 

 公営企業会計適用債を充当する公営企業会計法適化支援業務委託料の確定に伴い、

公営企業会計適用債の借入限度額を８００万円から６８０万円に補正するものでござ

います。 

 次に、歳入歳出予算の補正でございます。歳入から説明をさせていただきます。 

 ８ページをお願いします。 

 １款１項１目料金収入につきましては９６万７,０００円を減額し、１,６８５万３,

０００円とするものでございます。これは、令和５年度から公営企業会計に移行する

ことに伴うものです。また、料金収入の減額に伴い、１款２項２目繰入金、一般会計

繰入金を３８万７,０００円増額し、２,２６６万６,０００円とするものでございま

す。 
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 次に、４款１項１目繰越金については、繰越金の確定に伴い、４２万６,０００円を

増額し、５２万６,０００円とするものでございます。 

 １０ページをお願いします。 

 ５款１項１目公営企業会計適用債でございますが、法適化支援業務委託料の財源と

して充当するために予算計上していましたが、委託料の事業費の確定に伴い、１２０

万円を減額し、６８０万円とするものでございます。 

 続いて、歳出予算の説明をさせていただきます。 

 １１ページをお願いします。 

 １款１項１目処理施設等管理費でございますが、１３５万４,０００円を減額し、４,

３１４万８,０００円とするものでございます。職員の時間外勤務手当、公営企業会計

法適化支援業務委託料の確定に伴い、１２５万４,０００円を減額するものでござい

ます。 

 財源につきましては、下水道使用料の減額に伴い、その他特定財源と公営企業会計

法適化支援業務委託料の確定に伴う地方債を減額し、一般会計からの繰入金、繰越金

の増額分を一般財源として財源変更をさせていただいておるものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第６号、令和４年度上毛町農業集落
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排水事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第１１、議案第７号、令和４年度上毛町簡易水道事業特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）それでは、議案第７号について御説明をいたします。 

 議案第７号、令和４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）。 

 令和４年度上毛町の簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４８１万９,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５４２万３,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、継続費の変更は、第２表継続費の補正による。 

 第３条、地方債の変更は、第３表地方債の補正による。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ４ページをお開きください。 

 継続費の補正でございますが、公営企業会計法適化事業の令和４年度の事業費の確

定に伴い、総額及び令和４年度の年割額をそれぞれ２４０万９,０００円の減額をし、

総額を１,８１６万１,０００円、令和４年度の年割額を６９０万８,０００円とする

ものでございます。 

 次に５ページをお願いします。 

 地方債の補正でございます。 

 公営企業会計適用債を充当する公営企業会計法適化支援業務委託料の確定に伴い、

借入限度額を９２０万円から６９０万円に補正するものでございます。 

 次に、歳入歳出予算の補正でございます。歳入から説明をさせていただきます。 

 ８ページをお願いします。 

 １款１項１目給水収入につきましては、４８２万２,０００円を減額し、５,１００

万円とするものでございます。これは、令和５年度からの公営企業会計に移行するこ
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とに伴うものです。また、料金収入の減額に伴い、１款２項１目繰入金、一般会計繰

入金を２４６万円増額し、１,１６０万１,０００円とするものでございます。 

 次に、２款１項１目繰入金については、配水管布設工事執行残等により１１３万３,

０００円を減額し、３,４７７万９,０００円とするものでございます。 

 次に歳出について説明をさせていただきます。 

 １２ページをお願いします。 

 １款１項１目一般管理費でございますが、３６８万６,０００円を減額し、６,５０

５万１,０００円とするものでございます。補正内容につきましては、人件費の補正及

び１２節委託料、１３節使用料及び賃借料、１４節工事請負費において、それぞれ執

行残による不用見込額の減額となっております。また、１５節の原材料費については、

受水料の不用見込額を減額としております。この減額については、昨年の夏、京築地

区水道企業団構成市町において、渇水により水不足が生じたため、余剰水量を抱えて

いる上毛町、みやこ町、豊前市から救援給水を行ったことによる受水費の減額となっ

ております。 

 次に、１３ページをお願いします。 

 ２款１項１目工事請負費につきましては、管路布設工事費の執行残による不用見込

額の減額です。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 



-50- 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第７号、令和４年度上毛町簡易水道

事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第２４、議案第２０号、動産の取得について（上毛町立体育

館事務用等備品）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは、私から議案第２０号について御説明いたします。

なお、資料につきましては、３月３日の全協時に配付しました資料となります。 

 議案第２０号、動産の取得について。 

 動産を買入れることについて、次のとおり契約を締結する。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 １、品目。上毛町立体育館事務用等備品一式。 

 ２、契約の方法。随意契約。 

 ３、契約金額。４,２８４万５,０００円。 

 ４、契約の相手方。大分県中津市大字永添２１１０番地１、株式会社オフィスワタ

ナベ、代表取締役、渡邊直二。 

 ５、履行期限。令和５年７月３１日。 

 理由でございます。 

 上毛町立体育館事務用等備品の購入に係る物品購入契約について、上毛町議会の議

決に付すべき契約及び財産の取得又は処分等に関する条例第３条の規定により、議会

の議決を求めるものでございます。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）業者を選定するに当たって、町はどういう基準で業者を何社か

選定したのか。 

 それから、当初見積り入札を行う予定だったが辞退したということで、結果的には
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随契になったようですが、指名競争入札をしなかった理由について伺います。 

 それから、予定価格、最低制限価格、落札率は幾らですか。 

○議長（荒牧弘敏君）副町長。 

○副町長（岡﨑 浩君）まず最初に、あくまで随意契約になった部分でございますが、

先般の全員協議会でも御説明いたしましたとおり、当町は物品について指名を受け付

けておりません。ですから、今回は、業者選定に当たって指名競争入札と同様のスタ

イルで、同じ会場で入札スタイルで執行しました。ただ、どうしてもそれは業者選定

のための手続であって、業務上は随意契約になるので、そういう部分で御理解をいた

だきたいという御説明を申し上げました。ですから、あくまでこれ随意契約ですけど

も、ほぼ指名競争入札と同じスタイルを取った上での業者選定であるという部分を十

分御理解いただきたいと思います。 

 あとの部分は教務課長のほうから説明いたします。 

○議長（荒牧弘敏君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それではまず、業者の数でございます。事務用等備品８社に

なります。町内業者をはじめ、近隣で町と取引実績のある業者を選定しております。

それから、今回の物品購入の予定価格が高額となるため、大手メーカーのほうにも選

定をしております。 

 それと、辞退につきましては、８社中５社の辞退があっております。 

 それと、予定価格等の公表ということでございますが、物品購入の場合は予定価格

の公表はしておりません。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）見積もりで行うとランクづけがなくていいというふうに例規に

たしか書いていたと思うので、そこらあたりの営業実績とかそういうのは十分に精査

したのでしょうか。 

○議長（荒牧弘敏君）副町長。 

○副町長（岡﨑 浩君）教務課長が説明したとおり、町内に納入実績のある事業者、ま

たはメーカーのほうという形での選定を行ったということで、十分実績はあるという

ふうに判断しております。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 
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（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第２０号、動産の取得について（上

毛町立体育館事務用等備品）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第２５、議案第２１号、動産の取得について（上毛町立体育

館スポーツ用備品）を議題とします。 

 議案の内容の説明を求めます。 

 教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは私から、議案第２１号について御説明いたします。

この分につきましても、全協時に配付しました資料になります。 

 議案第２１号、動産の取得について。 

 動産を買い入れることについて、次のとおり契約を締結する。 

 令和５年３月７日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 １、品目。上毛町立体育館スポーツ用備品一式。 

 ２、契約の方法。随意契約。 

 ３、契約金額。２,６４０万円。 

 ４、契約の相手方。大分県日田市大字三和２７１９番地６、株式会社スポーツテッ

クノア、代表取締役、長尾秀雄。 

 ５、履行期限。令和５年７月３１日。 

 理由でございます。上毛町立体育館スポーツ用備品の購入に係る物品購入契約につ
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いて、上毛町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分等に関する条例第３

条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）議案第２０号と同様の質問ですが、１点だけお聞きします。 

 これ、見積入札で行ったのですが、例規に基づくと、ランクづけが必要ありません。

やっぱり業者を選ぶ際、経営規模を十分精査した上で業者を選定したのでしょうか。

その１点だけお尋ねします。 

○議長（荒牧弘敏君）副町長。 

○副町長（岡﨑 浩君）こちらのほうは当然、スポーツ備品でございますから、しっか

りとした取扱い実績の下に、業者の選定のほうを担当課で行っておりますので、間違

いございません。 

○議長（荒牧弘敏君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）辞退した業者は何社でしょうか。 

○議長（荒牧弘敏君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）２社辞退しております。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 
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○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第２１号、動産の取得について（上

毛町立体育館スポーツ用備品）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）これから、議員提出議案を上程し、審議を行います。なお、議案

の上程に際し、議案名の朗読は省略します。 

 日程第３４発議第２号、日程第３５発議第３号、以上２件を上程します。 

 日程第３４発議第２号、上毛町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

を議題とします。 

 提出者に趣旨説明を求めます。 

 岩花議員。 

○４番（岩花寛之君）発議第２号に対しまして、趣旨説明を行います。 

 今回の上毛町議会の個人情報の保護に関する条例の制定についてですが、理由はこ

ちらに書かれてあるとおり、デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関す

る法律による個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、議会における個人情報保護

に関する制度についても、新たに条例を制定する必要が生じたことから、本条例案を

提出するものであります。 

 内容的には、個人情報保護制度については現在まで三つの法律があっておりました

が、今回国の改正によってそれが一つに取りまとめられると。それと全国的な共通ル

ールに定められましたというふうなところで、その中で地方公共団体の機関としては

議会は含まれておりませんが、これまでの個人情報保護の条例の中に議会は含まれて

おりますので、引き続き共通ルールとして、自律的に周知したほうがよいというふう

なことで今回の提出に至った次第です。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）趣旨説明が終わりました。 

 趣旨説明に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 三田議員。 

○９番（三田敏和君）先ほど趣旨説明は理解しましたが、広域というか、私たち上毛町、

吉富町、それから豊前市等いろんな関連の広域がありますが、そういう中でもこの個

人情報保護法が改定をされて、新たに制定をするというふうになっています。その中
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で、それぞれ市町の財産組合であれば豊前市の個人情報保護を準用すると、自治会館

等については上毛町の個人情報を準用すると、そういうふうにそれぞれ言われており

ますが、そういうふうになれば、それぞれの市町の個人情報が共通でなければ、いろ

んな面で疑義を生じるんじゃないかなと思いますが、その辺についてはどのように考

えておりますか。 

○議長（荒牧弘敏君）どうぞ。 

○４番（岩花寛之君）三田議員の質問にお答えしたいと思います。 

 今回、それぞれの一組であったり組合議会のほうでも同様の個人情報の保護条例の

ほうが制定されるというふうになっておろうかと思います。上毛町議会と上毛町のほ

うと今は法令的には整合性があるというふうな状況です。ただ、今回、すいません、

私もほかの市町のこの個人情報保護の状況がどういうふうになっているのかというの

はちょっとまだ把握できておりませんが、ただ今回の共通ルールを全国的に定めてい

るというところで、大本のところというのは基本的には変わりがなかったというふう

には理解しております。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員。 

○９番（三田敏和君）そうであれば、後で委員会付託されると思いますので、それまで

にもしもう少し深い内容が分かれば説明をしてください。 

 以上です。 

○４番（岩花寛之君）はい、承知しました。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで質疑を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第３５、発議第３号、東九州新幹線の早期整備と実現を求め

る意見書（案）を議題とします。 

 提出者に趣旨説明を求めます。 

 宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）東九州新幹線の早期整備と実現を求める意見書（案）。 

 東九州新幹線は、全国新幹線鉄道整備法における基本計画路線と位置づけられ、着

工予定・開業予定とともに未定のまま現在に至っています。この間、整備計画路線と
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決定された九州新幹線鹿児島ルートは平成２３年に全線開通し、西九州ルートにおい

ては令和４年９月に開業いたしました。 

 東九州地域を縦断する東九州新幹線は、九州新幹線と接続することで、交流人口の

増加、地域の活性化、産業振興などに大きな効果をもたらすものであり、産業、経済、

文化等の発展に重要な社会経済インフラとして早期整備、早期実現が望まれています。 

 よって、東九州新幹線の早期整備と実現に向け、次の事項について強く求めます。 

 １、第二期新幹線整備計画の策定及び当該計画の策定に向けた調査のための財源確

保。 

 ２、東九州新幹線の整備計画路線への格上げ及び所要の財源確保。 

 ３、地方公共団体の負担軽減のための財源措置の拡充。 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出するといった内容でござ

います。 

 なお、この意見書につきましては、全協でも少し触れましたが、九州周防灘地域議

会連携協議会というもので足並みをそろえて提出しようといった意見書でございます。

九州周防灘地域議会連携協議会とは、築上郡の上毛町、吉富町、築上町、京都郡の苅

田町、みやこ町、豊前市、行橋市、中津市、宇佐市、豊後高田市の１０市町の連携に

よる協議会でございます。そういった中で４年前からこういったこの地域を活性化す

るためにはどういったものが必要かというのを議論してまいりました。そういった中

で、やはり九州を俯瞰してみたときに、この東九州がどんどん衰退しておりますが、

西九州はどんどん発展しております。その要因は何だろうかと考えたときに、やはり

インフラの未整備だと。高速道路もやっと１０年前に通ったばかりです。新幹線もあ

りません。しかし、西のほうはとっくの昔に高速道路もでき、１０年前に新幹線がで

きております。 

 そういったことで、やはりこの地域が浮上していくためには、インフラを十分整備

して、人の流れをつくっていく、そうでなければここの発展はないと。そういったこ

とをこの１０の市町が連携を取って、力を合わせてこういった活動をしていこうとい

う中での意見書でございますので、どうぞ皆様の御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（荒牧弘敏君）趣旨説明が終わりました。 

 趣旨説明に対する質疑を行います。 
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 質疑ありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）今、説明があったとおり、私はこの九州新幹線、特に東九州新

幹線の早期整備着工、これが本町を含めた、町長が上げられている２０４０年人口１

万人構想に寄与する大きな政策ではないかというふうに思うわけでございます。 

 この話はもう１０年ぐらい前から、国会議員の先生方が旗を掲げて、声高らかにや

っていたわけでございますが、いつの間にか声が小さくなって、しぼんだ感じでござ

いますが、これはやっぱり私が思うに、こういう考え方は根本的にはあるんですね、

あるんだけども、何が不足かというのは、リーダーが不在なんです。この旗振り役が

いないと、こういった大きな事業はやらない。国会の先生方、県会の先生方、リーダ

ーになり得るような方をまずお願いして、地域の総合的な発展にですね。 

 九州の中ではここ東九州だけですからね、残っているのが。そういう意味では、今

後の活動はどういった感じで活動する御予定ですか。 

○７番（宮崎昌宗君）これ基本的に、私もちょっと前年度というか、前期議長としてこ

の会議に出ておりました、正副議長がですね。基本的には各この１０市町の議長さん

が連携して、ちょっとずっとコロナでできない部分もあったんですけど、今後、例え

ば要請活動をしていこうとかそういったことをして、要はボトムアップですよね。も

ちろんすごい国会議員さんとかリーダーも大事ですけど、やはりこの地域が声を出す

というのが大事でございますので、議会としては、議長さんを代表にして、こういっ

た会に出ていただいて、声を上げていくというのがこの議会としての活動になってい

くかと思います。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで質疑を終わります。 

 これから議案の委員会付託を行います。 

 ３月３日議会運営委員会の協議結果を運営資料として配付しております。運営資料

の３ページの委員会付託表を御覧ください。付託案の朗読に際しても、議案名の朗読

は省略します。 

 文教厚生常任委員会には、議案第１３号、議案第１４号、議案第１５号、議案第１

６号、議案第１７号、議案第１８号、議案第１９号、議案第２３号、議案第２４号の
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９件、次に、総務産業建設常任委員会には、議案第８号、議案第９号、議案第１０号、

議案第１１号、議案第１２号、議案第２５号、議案第２６号、議案第２７号、議案第

２８号、議案第２９号、発議第２号、発議第３号の１２件、予算決算常任委員会には

議案第２２号をそれぞれ付託したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表

のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りします。 

 運営資料５ページ、委員会日程表を御覧ください。 

 各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定した

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）異議なしと認めます。したがって、常任委員会の開催日は、運営

資料、委員会日程表のとおり開催することに決定いたしました。 

 以上、本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会します。どうもお疲れさまでした。 

                           散会 午後 ０時４４分 


